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(57)【要約】
【課題】凍結による押し棒の固着を防止することができ 
る非常脱出用の庫内押し棒装置を提供する。
【解決手段】押し棒装置１のベース部材２は、扉１０１ 
の貫通孔１０２にガイド孔２１を対応させて内側鋼板１ 
０３に固着され、押し棒３を、ガイド孔２１、貫通孔１ 
０２に挿通させて支持する。押し棒３は、ヘッド部３１ 
と環状段部３２とを具備し、ばね５で原位置に付勢され 
る。ベース部材２の本体２２は、扉の内側鋼板１０３に 
固着される。ブッシュ２３のフランジ部２３１は、本体 
２２と内側鋼板１０３とに挟まれ、筒部２３２は貫通孔 
１０２に嵌合し、その先端がカラー４の内側端に当接す 
る。カラー４は、外側端が外側鋼板１０４の内側面に当 
接する。押し棒３の段部３２はカラー４の外側端に圧接 
され、庫外側に押し込まれたとき、カラー４内を密に摺 
動し、先端でロックハンドル装置１１１を解錠駆動する 
。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　2　　ＯＬ　（全5頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 冷 蔵 庫 本 体 に 対 し て 扉 を 錠 止 す る ロ ッ ク ハ ン ド ル 装 置 を 、 非 常 時 に は 庫 内 側 か ら の 押 圧  
操 作 に よ っ て 解 錠 駆 動 す る 非 常 脱 出 用 庫 内 押 し 棒 装 置 で あ っ て 、
　 ベ ー ス 部 材 と 、 当 該 ベ ー ス 部 材 に 支 持 さ れ る 金 属 製 の 押 し 棒 と 、 当 該 押 し 棒 の 外 周 に 密  
に 摺 動 自 在 に 嵌 め 込 ま れ る 合 成 樹 脂 製 の カ ラ ー と を 具 備 し 、
　 前 記 ベ ー ス 部 材 は 、 前 記 扉 を 内 外 に 通 じ る 貫 通 孔 に ガ イ ド 孔 を 対 応 さ せ て 前 記 扉 の 内 側  
鋼 板 に 固 着 さ れ 、 か つ 前 記 押 し 棒 を 、 前 記 ガ イ ド 孔 を 介 し て 前 記 扉 の 貫 通 孔 に 挿 通 さ せ る  
よ う に 軸 線 方 向 摺 動 自 在 に 支 持 し 、
　 前 記 押 し 棒 は 、 庫 内 に 位 置 す る 基 端 側 の ヘ ッ ド 部 と 、 前 記 カ ラ ー を 抜 け 止 め す る 先 端 側  
の 環 状 段 部 と を 具 備 し 、 前 記 ヘ ッ ド 部 と 前 記 ベ ー ス 部 材 と の 間 に 介 設 さ れ る ば ね に よ り 基  
端 側 が 庫 内 に 突 出 す る 原 位 置 に 付 勢 さ れ 、
　 前 記 ベ ー ス 部 材 は 、 前 記 内 側 鋼 板 に 固 着 さ れ る 本 体 と 、 当 該 本 体 に 密 着 す る フ ラ ン ジ 部  
と 当 該 フ ラ ン ジ 部 か ら 突 出 す る 筒 部 と を 備 え た ブ ッ シ ュ と を 具 備 し 、
　 前 記 ブ ッ シ ュ は 、 前 記 フ ラ ン ジ 部 が 前 記 本 体 と 前 記 内 側 鋼 板 と の 間 に 挟 ま れ 、 前 記 筒 部  
が 前 記 扉 の 貫 通 孔 に 嵌 合 し 、 当 該 筒 部 の 先 端 が 前 記 カ ラ ー の 内 側 端 に 当 接 す る よ う に 設 け  
ら れ 、
　 前 記 カ ラ ー は 、 外 側 端 が 前 記 扉 の 外 側 鋼 板 の 内 側 面 に お け る 前 記 貫 通 孔 の 外 周 縁 に 当 接  
す る よ う に 設 け ら れ 、
　 前 記 押 し 棒 は 、 原 位 置 に お い て 、 前 記 ば ね の 与 圧 で 前 記 段 部 が 前 記 カ ラ ー の 外 側 端 に 圧  
接 さ れ 、 庫 外 側 に 押 し 込 ま れ た と き 、 前 記 カ ラ ー 内 を 密 に 摺 動 し て 先 端 で 前 記 ロ ッ ク ハ ン  
ド ル 装 置 を 解 錠 駆 動 す る よ う に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 非 常 脱 出 用 庫 内 押 し 棒 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ベ ー ス 部 材 は 、 前 記 ブ ッ シ ュ の フ ラ ン ジ 部 と 前 記 本 体 と の 間 に 介 在 す る よ う に 、 前  
記 押 し 棒 の 外 周 に 嵌 め 込 ま れ る Ｏ リ ン グ を さ ら に 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記  
載 の 非 常 脱 出 用 庫 内 押 し 棒 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 冷 凍 ・ 冷 蔵 庫 内 に 閉 じ 込 め ら れ た 者 が 、 庫 内 側 に あ る 押 し 棒 の 操 作 に よ っ て  
自 力 で 庫 外 へ 脱 出 で き る よ う に し た 非 常 脱 出 用 庫 内 押 し 棒 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 作 業 員 が 出 入 り す る 業 務 用 冷 凍 ・ 冷 蔵 庫 で は 、 作 業 員 が 庫 内 で 作 業 中 に 扉 が 外 部  
か ら 誤 っ て 錠 止 さ れ て も 、 当 該 作 業 員 が 自 力 で 扉 を 解 錠 開 放 し て 早 期 に 脱 出 で き る よ う に  
す る た め 、 扉 用 ロ ッ ク ハ ン ド ル 装 置 の ロ ッ ク 機 構 を 庫 内 側 か ら 駆 動 操 作 す る た め の 庫 内 押  
棒 装 置 が 装 備 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ １ ０ ２ ８ ６ ６ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 従 来 の 庫 内 押 棒 装 置 に お い て は 、 押 し 棒 と 扉 の 貫 通 孔 と の 間 が 凍 結 し て 非 常 時 に 押  
し 棒 の 操 作 が 困 難 に な る 危 険 性 が あ る 。 扉 は 、 内 側 鋼 板 と 外 側 鋼 板 の 間 に 断 熱 材 を 挟 ん だ  
構 造 で あ り 、 貫 通 孔 の 内 径 を 押 し 棒 の 直 径 に 精 度 良 く 一 致 さ せ て 形 成 す る こ と が で き な い  
の で 、 こ の 問 題 が 生 じ る 。
　 従 っ て 、 本 発 明 は 、 扉 の 貫 通 孔 の 内 径 が 必 要 以 上 に 大 き く て も 、 凍 結 に よ る 押 し 棒 の 固  
着 を 防 止 す る こ と が で き る 非 常 脱 出 用 の 庫 内 押 し 棒 装 置 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 以 下 の 説 明 に お い て 添 付 図 面 の 符 号 を 参 照 す る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は  
な い 。
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 、 本 発 明 の 非 常 脱 出 用 庫 内 押 し 棒 装 置 １ は 、 ベ ー ス 部 材 ２ と  
、 当 該 ベ ー ス 部 材 ２ に 支 持 さ れ る 金 属 製 の 押 し 棒 ３ と 、 当 該 押 し 棒 ３ の 外 周 に 密 に 摺 動 自  
在 に 嵌 め 込 ま れ る 合 成 樹 脂 製 の カ ラ ー ４ と を 具 備 す る 。 ベ ー ス 部 材 ２ は 、 扉 １ ０ １ を 内 外  
に 通 じ る 貫 通 孔 １ ０ ２ に ガ イ ド 孔 ２ １ を 対 応 さ せ て 扉 の 内 側 鋼 板 １ ０ ３ に 固 着 さ れ る 。 ベ  
ー ス 部 材 ２ は 、 押 し 棒 ３ を 、 ガ イ ド 孔 ２ １ を 介 し て 扉 の 貫 通 孔 １ ０ ２ に 挿 通 さ せ る よ う に  
、 押 し 棒 ３ を 軸 線 方 向 摺 動 自 在 に 支 持 す る 。 押 し 棒 ３ は 、 庫 内 に 位 置 す る 基 端 側 の ヘ ッ ド  
部 ３ １ と 、 カ ラ ー ４ を 抜 け 止 め す る 先 端 側 の 環 状 段 部 ３ ２ と を 具 備 す る 。 押 し 棒 ３ は 、 ヘ  
ッ ド 部 ３ １ と ベ ー ス 部 材 ２ と の 間 に 介 設 さ れ る ば ね ５ に よ り 、 基 端 側 が 庫 内 に 突 出 す る 原  
位 置 に 付 勢 さ れ る 。 ベ ー ス 部 材 ２ は 、 本 体 ２ ２ と ブ ッ シ ュ ２ ３ と を 具 備 す る 。 本 体 ２ ２ は  
、 扉 の 内 側 鋼 板 １ ０ ３ に 固 着 さ れ る 。 ブ ッ シ ュ ２ ３ は 、 本 体 ２ ２ に 密 着 す る フ ラ ン ジ 部 ２  
３ ａ と 、 こ の フ ラ ン ジ 部 ２ ３ ａ か ら 突 出 す る 筒 部 ２ ３ ｂ と を 備 え る 。 フ ラ ン ジ 部 ２ ３ ａ は  
、 本 体 ２ ２ と 扉 の 内 側 鋼 板 １ ０ ３ と の 間 に 挟 ま れ る 。 筒 部 ２ ３ ｂ は 、 扉 の 貫 通 孔 １ ０ ２ に  
嵌 合 し 、 そ の 先 端 が カ ラ ー ４ の 内 側 端 に 当 接 す る 。 カ ラ ー ４ は 、 外 側 端 が 扉 の 外 側 鋼 板 １  
０ ４ の 内 側 面 に お け る 貫 通 孔 １ ０ ２ の 外 周 縁 に 当 接 す る 。 押 し 棒 ３ は 、 原 位 置 に お い て 、  
ば ね ５ の 与 圧 で 段 部 ３ ２ が カ ラ ー ４ の 外 側 端 に 圧 接 さ れ 、 庫 外 側 に 押 し 込 ま れ た と き 、 カ  
ラ ー ４ 内 を 密 に 摺 動 し 、 先 端 で ロ ッ ク ハ ン ド ル 装 置 １ １ １ を 解 錠 駆 動 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 カ ラ ー ４ が 押 し 棒 ３ と 共 に ば ね ５ で ブ ッ シ ュ ２ ３ に 圧 接 さ れ 、 ブ ッ シ  
ュ ２ ３ が ベ ー ス 部 材 ２ の 本 体 ２ ２ に 密 着 す る の で 、 扉 １ ０ １ の 開 閉 動 作 時 に 、 カ ラ ー ４ と  
押 し 棒 ３ と の 間 の 気 密 性 が 保 持 さ れ る 上 に 、 カ ラ ー ４ と 押 し 棒 ３ と の 密 着 性 が 高 い の で 、  
押 し 棒 ３ と カ ラ ー ４ と の 間 の 結 露 の 凍 結 が 阻 止 さ れ 、 押 し 棒 ３ の 動 作 不 良 を 防 止 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 押 し 棒 装 置 の 扉 へ の 取 り 付 け 状 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 一 部 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 一 部 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 非 常 脱 出 用 庫 内 押 し 棒 装 置 １ は 、 冷 蔵 庫 本 体 に 対 し て 扉 １ ０ １ を 錠  
止 す る ロ ッ ク ハ ン ド ル 装 置 １ １ １ を 、 非 常 時 に 庫 内 側 か ら の 押 圧 操 作 に よ っ て 解 錠 駆 動 す  
る 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 扉 １ ０ １ は 、 内 側 鋼 板 １ ０ ３ と 外 側 鋼 板 １ ０ ４ と の 間 に 合 成 樹 脂 製 の 断 熱 材 １ ０ ６ を 挟  
ん で 構 成 さ れ 、 ロ ッ ク ハ ン ド ル 装 置 １ １ １ に 対 応 す る 位 置 に 貫 通 孔 １ ０ ２ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 押 し 棒 装 置 １ は 、 扉 １ ０ １ の 内 側 （ 庫 内 側 ） に 固 着 さ れ る ベ ー ス 部 材 ２ と 、 当 該 ベ ー ス  
部 材 ２ に 支 持 さ れ る 金 属 製 の 押 し 棒 ３ と 、 当 該 押 し 棒 ３ の 外 周 に 密 に 摺 動 自 在 に 嵌 め 込 ま  
れ る 合 成 樹 脂 製 の カ ラ ー ４ と を 具 備 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ベ ー ス 部 材 ２ は 、 扉 １ ０ １ を 内 外 に 通 じ る 貫 通 孔 １ ０ ２ に ガ イ ド 孔 ２ １ を 対 応 さ せ て 、  
扉 １ ０ １ の 内 側 鋼 板 １ ０ ３ に 固 着 さ れ る 。 ベ ー ス 部 材 ２ は 、 押 し 棒 ３ を 、 ガ イ ド 孔 ２ １ を  
介 し て 扉 １ ０ １ の 貫 通 孔 １ ０ ２ に 挿 通 さ せ る よ う に 、 押 し 棒 ３ を 軸 線 方 向 摺 動 自 在 に 支 持  
す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 押 し 棒 ３ は 、 庫 内 に 位 置 す る 基 端 側 の ヘ ッ ド 部 ３ １ と 、 カ ラ ー ４ を 抜 け 止 め す る 先 端 側  
の 環 状 段 部 ３ ２ と を 具 備 し 、 ヘ ッ ド 部 ３ １ と ベ ー ス 部 材 ２ と の 間 に 介 設 さ れ る ば ね ５ に よ  
り 、 基 端 側 が 庫 内 に 突 出 す る 原 位 置 （ 図 １ （ Ａ ） 、 図 ２ ） に 付 勢 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ ， ３ に よ く 示 す よ う に 、 ベ ー ス 部 材 ２ は 、 い ず れ も 合 成 樹 脂 製 の 、 本 体 ２ ２ と ブ ッ  
シ ュ ２ ３ と を 具 備 す る 。 本 体 ２ ２ は 、 取 っ 手 ６ と 一 体 に 、 扉 １ ０ １ の 内 側 鋼 板 １ ０ ３ に 固  
着 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ブ ッ シ ュ ２ ３ は 、 本 体 ２ ２ に 密 着 す る フ ラ ン ジ 部 ２ ３ ａ と 、 こ の フ ラ ン ジ 部 ２ ３ ａ か ら  
突 出 す る 筒 部 ２ ３ ｂ と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 フ ラ ン ジ 部 ２ ３ ａ は 、 本 体 ２ ２ と 扉 の 内 側 鋼 板 １ ０ ３ と の 間 に 挟 ま れ 、 筒 部 ２ ３ ｂ が 扉  
の 貫 通 孔 １ ０ ２ に 嵌 合 す る 。 筒 部 ２ ３ ｂ の 先 端 は 、 カ ラ ー ４ の 内 側 端 に 圧 接 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 カ ラ ー ４ は 、 外 側 端 が 、 扉 １ ０ １ の 外 側 鋼 板 １ ０ ４ の 内 側 面 に お け る 貫 通 孔 １ ０ ２ の 外  
周 縁 に 当 接 す る と 共 に 、 押 し 棒 ３ の 段 部 ３ ２ に ば ね 力 で 圧 接 さ れ た 状 態 に あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 押 し 棒 ３ が 図 ２ に 実 線 で 示 す 原 位 置 に あ る と き 、 段 部 ３ ２ が 、 ば ね の 与 圧 で カ ラ ー ４ の  
外 側 端 に 圧 接 さ れ る 。 図 ２ に 仮 想 線 示 す よ う に 、 押 し 棒 ３ が 庫 外 側 に 押 し 込 ま れ る と 、 押  
し 棒 ３ は 、 カ ラ ー 内 ４ を 密 に 摺 動 し 、 図 １ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 先 端 で ロ ッ ク ハ ン ド ル 装  
置 １ １ １ を 解 錠 駆 動 し た 後 、 ば ね 力 で 即 時 原 位 置 に 復 帰 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 押 し 棒 ３ の 外 周 に 嵌 め 込 ま れ た Ｏ リ ン グ ２ ４ は 、 ブ ッ シ ュ ２ ３ の フ ラ ン ジ 部 ２ ３ ａ と 本  
体 ２ ２ と の 間 に 介 在 し 、 両 者 間 の 気 密 性 を 保 つ 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 カ ラ ー ４ が 押 し 棒 ３ と 共 に ば ね ５ で ブ ッ シ ュ ２ ３ に 圧 接 さ れ 、 ブ ッ シ ュ  
２ ３ が ベ ー ス 部 材 ２ の 本 体 ２ ２ に 密 着 す る の で 、 扉 １ ０ １ の 開 閉 動 作 時 に 、 カ ラ ー ４ と 押  
し 棒 ３ と の 間 の 気 密 性 が 保 持 さ れ る 。 ま た 、 カ ラ ー ４ と 押 し 棒 ３ と の 密 着 性 が 高 い の で 、  
押 し 棒 ３ と カ ラ ー ４ と の 間 の 結 露 の 発 生 や 、 結 露 の 凍 結 が 阻 止 さ れ 、 押 し 棒 ３ の 動 作 不 良  
を 回 避 で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
１     押 し 棒 装 置
２     ベ ー ス 部 材
２ １   ガ イ ド 孔
２ ２   ベ ー ス 部 材 の 本 体
２ ３   ブ ッ シ ュ
２ ３ ａ   フ ラ ン ジ 部
２ ３ ｂ   筒 部
２ ４   Ｏ リ ン グ
３     押 し 棒
３ １   ヘ ッ ド 部
３ ２   段 部
４     カ ラ ー
５     ば ね
１ ０ １   扉
１ ０ ２   貫 通 孔
１ ０ ３   内 側 鋼 板
１ ０ ４   外 側 鋼 板
１ ０ ５   断 熱 材
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１ １ １   ロ ッ ク ハ ン ド ル 装 置
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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